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「「「「健康健康健康健康スポーツスポーツスポーツスポーツ関連施設関連施設関連施設関連施設はははは、、、、今後今後今後今後のののの患者情報患者情報患者情報患者情報ジムジムジムジム」」」」    

 

2000年に「健康日本 21」(第一次）が策定されました。健康づくりを積極的に支援する体制とし

て、兵庫県医師会が健康スポーツ関連施設に呼びかけ、2001 年に健康スポーツ関連施設連絡協議

会が発足しました。 

この協議会は、日本医師会認定健康スポーツ医と運動指導インストラクターとの連携を図り、運

動面からの生活習慣病改善を目指したものです。その背景として、健康スポーツ関連施設の利用者

は、多くはすでに何らかの生活習慣病を持っており（あるいは予備軍）、運動指導インストラクタ

ーはその病態を把握しなければ安全に指導はできない状況がありました。同時に、利用客の突発的

事故に対応できる救命技術の習熟が必須となり、心肺蘇生法および AEDインストラクターの養成

を行いました。 

2008年 4月から、「特定健診・特定保健指導」（いわゆるメタボ健診）が始まり、40歳以上を対

象に、内臓脂肪を減らす運動・栄養指導が本格化しました。病気の治療体系が、従来の病気治療か

ら病気予防に大きく方向転換がされたことを意味します。 

2010 年時点の日本人の健康寿命は、男性が 70.42 歳、女性は 73.62 歳で、平均寿命（男 79.55

歳、女 86.36 歳）と比較すると、男性で 9.13 歳、女性では 12.68 歳もの差が生じております。こ

のことは、生活習慣病対策のみならず、身体的介護予防対策が必要で、メタボリックシンドローム

に対してロコモーティブシンドロームと言われています。 

こうした背景を受けて、2013 年から「健康日本 21」（第 2 次）がスタートし、健康寿命を指標

の一つに上げ、平均寿命の延びを上回るペースで健康寿命を延ばす目標を掲げました。 

この方策として、厚労省はスポーツ施設の活用を考えており、利用者の医療情報を医師とインス

トラクターが共有し、指導に当たるとしております。これは、まさに健康スポーツ関連施設協議会

の設立理由であり、過去の研修会での実績を活用する場が公的にも認められることになります。 

医師が直接に運動処方を出せる受け入れ側の運動施設(患者情報ジム）を認定する第 3 者機関が設

立される予定になっており、健康スポーツ関連施設連絡協議会の加盟施設は、その要綱を満たすも

のと考えております。 
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